




Teaching Online English Lessons by Video Conference Software (Zoom) 
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1 Zoomの授業は_わかりやすい 6 Zoomの授業は_便利である
2 Zoomの授業は_集中しやすい 7 Zoomの授業は_総合的な満足度が高い
3 Zoomの授業は_発言や質問がしやすい
8 今後もしオンライン授業と教室での授業のどちらかを選べるとしたら…4 Zoomの授業は_楽しい






①年齢/学年 幼稚園年長～中３ ③受講クラス名称 ―


























34名／ 32名 0名／ 1名 32名／ 33名
・各項目の平均値　（スラッシュ「/」の左側が第1回、右側が第2回を示す）
Zoomの授業は
















































①年齢/学年 幼稚園年少～中3 ③受講クラス名称 ―































43名（50%）／ 23名（44.2%） 5名（5.8%）／ 2名（3.8%） 38名（44.1%）／ 27名（51.9%）
・各項目の平均値　（スラッシュ「/」の左側が第1回、右側が第2回を示す）
Zoomの授業は













































①年齢/学年 大学1 ～ 2年生 ③受講クラス名称 英語・英語学























1名（3%）／ 0名 35名（97%）／ 24名（100%） 0名／ 0名
・基本情報：使用機器・端末
パソコン タブレット型PC スマホ
18名（50%）／ 21名（88%） 4名（11%）／ 2名（8%） 14名（39%）／ 1名（4%）
・今後もしオンライン授業と教室での授業のどちらかを選べるとしたら…（左側が1年生、右側が2年生）
対面授業 オンライン 併用
5名（14%）／ 10名（41%） 15名（42%）／ 3名（13%） 16名（44%）／ 11名（46%）
・各項目の平均値　（スラッシュ「/」の左側が1年生、右側が2年生を示す）
Zoomの授業は











































①年齢/学年 大学2 ～ 4年生 ③受講クラス名称 英語科教育法他







































3.33 3.00 2.73 3.33 3.54 3.73 3.36
*小数点第3位で四捨五入
・自由記述（21件中、一部を抜粋）
□今の時期は…用がない時は家にいたいので、zoomのようなオンライン授業は…とても便利な反面、対
面授業のような発言や友達同士の会話ができなくほとんど受け身型の授業になってしまい、退屈さも
出てしまいます。（大学4年生）
□大学で授業を受けるより…周りの目を気にせず授業ができるので気持ちが楽です。しかし、自分の部
屋ということもあり集中力が続かない日が本当にたまにあります。時間が限られているので、短く端
的に授業を受けられることがいい点だと思います。ブレイクタイムのグループセッションはどうして
も顔見知りでないと黙ってしまったり、気まずくなってしまったりします。なので…実際に大学に行っ
てグループワークをできればと思います。（大学4年生）
□WiFi環境により、受けやすい受けにくいなどはあると思いますが、録画機能などにより聞き取れなかっ
た授業や理解できなかった授業が何回も聞けたり、テスト前などの復習がてらにもう一度授業を受け
られる点に関しては非常にいいと思いました。また、学校に行かなくても家で受けられるというのが
楽なので遅刻なども無くなるのではないかと思います。（大学4年生）
□ブレイクアウトルームでの話し合いはとても話しやすくてよかったです。理解を深めることができた
気がします。（大学3年生）
□Zoomによるオンライン授業は、移動時間などの時間が短縮され、その分を予習･復習などの他のこと
に使うことができる点で便利だと思う。また、カメラを切って授業を受けることで、対面授業よりも
気持ちが楽な状態で学習することができ、集中しやすいように感じる。電波などのトラブルが起こる
可能性があることは難点ではあるが、ネット環境が整っていれば便利であると思う。（大学2年生）
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5．考察
　事前に他大学でのZoomによる授業実践の報告を調べ、「3．事前の配慮」にあるような授業形態で
臨んでみたが、まだまだ改善点はあるようだ。各質問項目の平均を見ると、他大学の先行事例と同じ
ように、「発言や質問」がしにくいと感じているようだ。「使用機器・端末」別に「集中のしやすさ」
と「総合的満足度」の平均を出してみたところ、興味深いことにスマートフォン使用の集中度と満
足度が一番高かった。学生にとってはスマートフォンでの学びに対して教員が思うほどに抵抗感がな
く、むしろ今後はスマートフォンの特性を意識したZoomによる授業を構築していく必要があるようだ。
集中のしやすさ 総合的満足度
タブレット型 2.5 3.25
スマートフォン 3.14 3.43
パソコン 3 3.33
４．結論
Web上の質問紙調査の結果から、まず何よりも学生の自宅におけるネット環境やPC環境の充実がZoom
による授業の成否を左右することが伺えた。ただ、「3.2.4 首都圏女子大学」の「考察」にも指摘されて
いるように、PCが必ずしも必要ではないという可能性もあるということは、今後も検証と検討を重ねる
べきであろう。iPhoneのようなスマートフォンの小画面でも授業内容が伝わるようなZoomによる授業の
構築も検討されるべきである。質問項目の8番目の回答から、対面授業への需要が依然として高いことが
わかるが、コロナ禍が収束するまでは、対面授業とZoomによる遠隔授業の併用が望ましいだろう。加えて、
これは大学の授業に限定されるが、遠隔授業では課題量の調節も重要であろう。
次に、オンライン授業は自宅でリラックスして受講できる反面、自宅であるがゆえに集中力が続かない
ということが児童・生徒にも大学生にもみられることが分かった。特に音声オフ（ミュート）や映像オフ
によって、周囲の目を気にせずのびのびと授業に参加できるようだ。自宅に居たまま、マイクもカメラも
オフにして受講できる環境は、これまで大人数の教室で授業を受けることに抵抗感を持っていた学生に
とっては福音となりうることも分かった。
また、オンライン授業では質問や発言のタイミングがとりにくいという問題が共通していることがあら
ためて明らかとなった。この問題は、本実践のみならず、他大学での実践でも指摘されていることである。
ある程度は「慣れ」という側面もあるだろうが、質問や発言がしやすい環境作りが必要であろう。
さらに、ブレイクアウトルームを利用したグループワークは、このコロナ禍においても気兼ねなく実施
できる点は便利であるが、事前に司会進行役を決めておくなどグループワークのルール作りを徹底してお
かないと、会話がうまく進まないということもあったようだ。
５．おわりに
5.1　本報告のまとめ
本報告では、まず、多くの教員にとって未知の領域であるオンライン授業に変更せざるを得ない状況と
なっている教育現場で、学習者により良い教育を提供するため、基礎的な環境整備のあり方をはじめとし
て、Web会議システムの使用感やオンライン授業の現状と課題を整理した。また、受講者（とその保護者）
が対面式授業とオンライン授業の長短についてどのように受け止めているかに関する幅広い知見の蓄積と
共有が喫緊の課題となっていることを認識し、⑴ オンライン授業と対面授業を比較した学習者側の受け
Web会議システム（Zoom）を利用した同時双方向遠隔教育の試験的実践（拝田 他） 177
止め方を明らかにすること、そして、⑵ オンライン授業に対する教員の創意工夫への学習者側の反応を
明らかにすることを目的として、試験的実践の後に質問紙調査を行った。結論としては依然として対面授
業への需要が高く、また、Zoomによる授業展開には、ネット環境や設備の充実が必要だが、その利便性
を享受し、授業参加が容易になったと感じる受講者もいるという光明も見えた。
5.2　本報告の意義と今後の課題
本報告の意義は、「新たな生活様式」における新たな授業様式、すなわち、Zoomを使ったオンライン授
業のあり方に関する調査結果の速報性にある。同時に、速報性を重視しているため、種々の制約もあり、
被験者の数や多様性、そして質問紙調査の回答方式に4点法を採用したことなどが本研究の限界となって
いる。あわせて今後の課題としたい。
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